
岡山県　津山市

【事業概要】

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
) グラフ凡例

法適用 工業用水道事業 1,400 極小規模 1 395 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 － 類似団体平均値（平均値）

- 54.4 5 914 非設置 【】 令和6年度全国平均

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 156.94 143.04 158.38 153.61 135.55 当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 当該値 215.01 212.90 216.80 240.13 259.79 当該値 3,247.17 3,024.88 2,821.22 2,128.96 1,240.57

平均値 110.19 113.73 115.42 114.11 109.14 平均値 132.55 134.69 133.64 140.65 163.20 平均値 819.73 834.05 1,011.55 913.57 973.79 平均値 490.39 475.44 413.60 398.17 388.41

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 38.14 27.90 37.19 39.01 69.52 当該値 291.52 364.63 290.32 352.96 171.31 当該値 12.93 13.71 12.71 13.29 28.21 当該値 23.36 24.86 24.86 65.29 65.29

平均値 90.80 93.49 94.77 89.59 88.44 平均値 50.56 49.40 49.51 52.49 51.61 平均値 34.19 36.65 33.29 31.77 33.73 平均値 49.05 50.94 49.76 49.18 52.48

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 39.08 40.81 42.65 44.49 37.07 当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 当該値 0.00 0.25 0.00 0.00 0.00

11.15 平均値 0.09 0.40 0.14 0.19 0.06平均値 55.32 55.08 56.95 58.00 56.39 平均値 7.35 7.60

経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経常収支比率は、１００％を上回っているもの
の、経常収益の約５０％は一般会計からの補助金
となっている。
②令和２年度以降、累積欠損金比率は０％となっ
ている。
③流動比率は、２００～２６０％で推移してお
り、類似団体と比べ低い値となっている状況であ
る。
④企業債残高対給水収益比率について、企業債残
高は減少傾向にある。令和６年度は、給水収益増
加により前年度に比べ減少したが、依然として類
似団体と比べ高い値となっている。
⑤前年度に比べ、有収水量が増えたため、料金回
収率は上昇したが、依然として、１００％を大き
く下回っており、類似団体と比べても低い値と
なっている。
⑥新規供給先の本格稼働に伴い有収水量が増えた
ことで、給水原価は前年度より低下しているが、
依然として類似団体と比べ高い値となっている。
⑦施設利用率は、類似団体と比べ低い値となって
いる。令和５年11月に一件新規で供給を開始し、
令和６年は本格稼働したことから、配水量が増え
たため、前年度と比べ上昇した。
⑧契約率は、令和５年度途中から新たに一件供給
先が増えたため、令和５年度以降６５％となって
いる。

①有形固定資産減価償却率は、令和６年度は機械
設備の更新等のため低下したが、依然として類似
団体と比べ低い値となっている。
②、③
本市の工業用水道事業は、平成６年度の届出によ
り施設整備を行っており、管路については法定耐
用年数を迎えておらず、更新が必要な管路が存在
しないため、②管路経年化率と③管路更新率は
０％となっている。

令和５年度途中から一件新たに供給を開始し、令
和６年度に本格稼働となったため、給水収益が上
昇したものの、一般会計からの補助金により運営
する状況は今後も変わらないと見込んでいる。
　現時点では、法定耐用年数を経過した管路は存
在していないが、耐用年数の短い設備更新をはじ
め、更新事業への対応が今後の課題となってい
る。
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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②管路経年化率(％)
【50.74】
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③管路更新率(％)
【0.20】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

⑤料金回収率(％)
【107.69】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
【77.20】

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

②累積欠損金比率(％)
【22.25】
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①経常収支比率(％)
【111.95】
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